




ຌ　　　例

 1  ɽ『理化学研究所ඦ年史』は、1917（大正6）年の創設より2017（平成29）年
にࢸる理化学研究所100年のྺ史と研究成果を編集ҕ員会が編集したもので
ある。「第Ⅰ編　ྺ史と精神」「第Ⅱ編　研究と成果」「第ᶙ編　資料」（全3
。により構成されている（ר

 2  ɽ本「第Ⅱ編　研究と成果」は、理研の研究活ಈと成果について記述されるが、
主に『理研精神ീेീ年』（2005年ץ、全288 、ר年史  と略記）以後に展開
された研究活ಈの経緯とその成果がৄ述される。

　　本史の13年前にץ行された  88年史  は、現在もウェブ上でӾཡできるため、
本書との重複をආける意味から、その֘当ϖージを示すことによってઆ明を
代えることもある。

 3  ɽ本「第Ⅱ編」は࢛つの部より構成される。「第1部　主任研究員研究室群ILs」、
「第2部　グリーンイノベーション」、「第3部　生命科学イノベーション」、
「第4部　研究基盤イノベーション」である。それぞれの部を構成する各章は、
センター、研究領域、プログラム等を単位としており、それぞれのྺ史的経
緯と研究成果がৄ述される。

 4  ɽ表記は以下による。
　　本史の記述は、ݪ則として2017年12月までである。
　　年号は「੢ྐྵ」を主体とし、必要に応じて「和ྐྵ」をซ記した。
　　用ࣈ用語は、ݪ則として常用ࣈ׽現代Ծ名づかいを用いたが、ݻ有名ࢺ、ઐ
門用語など、一部、常用ࣈ׽以外の文ࣈを使用した。また、一部、英文もซ
記した。

　　人名は、׳例にならいܟ称を略した。ݪ則として、本文各章の初出について
はଠࣈで示した。

　　数ࣈは算用数ࣈを用い、ສ、ԯなどの単位にࣈ׽を使用した。
　　単位はݪ則として国際単位系（SI）によった。
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